
wr, 非未来, 帰結, 叙述, 成立, 0, 0
wr, 非未来, 帰結, 叙述, 不成立, 0, 0
wr, 非未来, 条件, 叙述, 成立, 0, 0


文間意味的関係認識による言論マップ生成�

1. 言論マップ生成課題� 2. 基本方針�

- 言論マップ生成のための技術的課題の設定（拡張モダリティ解析、局所構造アライメント、意味的関係分類�
- 言論マップ生成プロトタイプシステムの構築、いくつかのクエリに対しシステムを適用、関係分類例を取得�
- 関係分類例の分析から、関係知識の拡充、効率良い利用法、統計的な手法の導入等の今後の課題の検討�

ー言論マップ生成ー �
ユーザによる自然文クエリに対し、 �
��1．Web上の文書群中に書かれている関連する文を検索�
��2．検索された文とクエリとの間の意味的関係を認識 �
��3．肯定側および対立側に整理して表示�

言論マップを生成するために認識すべき関係�
��1．同意：質問とおおよそ同じ意味を持つ言明�
��2．対立：質問と同時に成り立たない言明 �
��3．限定：質問の範囲や程度を制限する、弱い対立�
� 4.根拠：それぞれの関係の言明の理由を述べる言明�

上位下位�

効果的：Positive �

・2文の文節間の対応関係を求める�
�（1）文節アライメント：意味的に類似した文�
������節に対して対応付ける�
�（2）構造アライメント：文節アライメントで�
������関係づいた文節間の係り受け／述語�
������項構造の間に対応付ける�

・アライメント結果から、意味的関係を分類�
�（1）文節アライメントと構造アライメントの
結果から2文の同意性を判定�
�（2）語彙的反義、事実性、モダリティ情報、 �
������単語の評価極性、大域構造を考慮して �
������意味的関係に分類�

本研究は、（独）情報通信研究機構の委託研究「電気通信サービスにおける�
情報信憑性検証技術に関する研究開発」の一環として実施した。 �

村上浩司�、水野淳太、後藤隼人、大木環美、松吉俊（NAIST）、 �
乾健太郎（東北大／NAIST）、松本裕治（NAIST）�

5. まとめ�

Web情報信憑性評価のための言論マップ生成課題�
�・拡張モダリティ解析、局所構造アライメント、文間意味的関係分類の�
���3課題により実現�
�・言論マップ生成プロトタイプシステムを構築�

3. 言論マップ生成システム�

言論マップ実現のための技術的課題�
（1）クエリに関連する文集合を得る情報検索�
（2）クエリとそれぞれの検索対象文の間の意味的関係認識�
�（2－1）検索された各文の多様な表現を捉える係り受け、 �
�����������述語項構造解析、更に否定や事実性、話者態度を�
�����������捉える拡張モダリティ解析などによる言語解析�
�（2－2）文間の文節の語彙的な類似度だけでなく、それぞれ�
�����������の文中の依存／意味構造の対応も考慮する局所構�
�����������造アライメント�
�（2－3）大域的構造やその他の意味情報等を利用した意味�
�����������的関係分類�

11日9：00~（意味論・意味解析）E3-8 �
「モダリティ、真偽判断、価値情報を統合した拡張モダリティ解析」�

11日9：00~（文脈処理）D3-1 �
「文間の限定関係認識：課題設計及び分析と予備実験」 �

11日9：00~（意味論・意味解析）E3-7 �
「文間関係認識のための構造的アライメント」�

4． システムのスナップショット�

wo �
大豆イソフラボンは�/ 過度に / 摂取すれば / 健康維持を / 妨げる�

wo �wo �ga �

wr, 非未来, 0, 叙述, 成立, 0, 0
 wr, 非未来, 0, 叙述, 成立, 0, 0


ni �ga �
イソフラボンは / 健康維持に / 効果的である�

ga � wo �

（1） 拡張モダリティ解析� （2） 局所構造アライメント� （3）文間意味的関係分類�

同意/対立/限定/同意の根拠/対立の根拠/
限定の根拠/不明（それ以外）

：
対象とする�

意味的関係�

・係り受け、述語項構造解析結果を入力�
・文中の事象に対してモダリティや肯否極性
等に関する7つの項目のタグを付与�
（態度表明者、時制、仮想、態度、真偽判断、
価値判断、焦点）�

妨げる：Negative �

クエリ


検索 
対象文


(A)

(B)
 (C)


(α)


(β)


（１）文節アライメント 
　イソフラボンは：大豆イソフラボンは（A） 
　健康維持に：健康維持を（B） 
　効果的である：妨げる（C） 
（２）構造アライメント 
　A→C （α） 、B→C （β） 
（３）極性情報 
　効果的である（POS）：妨げる（NEG） 
（４）モダリティ真偽判断 
　健康維持（成立）：健康維持（不成立） 
（５）クエリの成立、不成立を制限する情報 
　 モダリティ仮想：摂取すれば（条件）、妨げる（帰結）


「限定」�
認識結果


今後の課題�
�・関係知識ベースの拡充、効率的な利用法の検討�
�・ルールベースから機械学習へ（局所構造アライメント、関係分類） �
�・多くのクエリに対してシステムを適用し、有効性を評価�

• イソフラボンは、健康維持もサポートします 
• 加齢と閉経によって減少する骨量、骨の健康には大豆イ
ソフラボンが働く

• イソフラボンは女性ホルモン様の構造を持った健康増進
に注目の成分です 
• この大豆イソフラボンが、健康面からも女性の体をサポー
トし、健やかな状態へと導きます 

[イソフラボンは、健康維持をサポートする］

同意


…


• 大豆イソフラボンは、エストロゲンの代わりとなり、カル
シウムが骨から溶け出すのを防ぐので、骨粗鬆症の予
防や改善に効果があります

• イソフラボンは、体内で女性ホルモンと同じようなはた
らきをするので、植物由来のエストロゲンといわれ、骨
粗鬆症や更年期の症状に効果的です


[イソフラボンはエストロゲンの代わりとなって働く] 根拠


…

…


• サプリメントによる大豆イソフラボンの摂取が健康
維持を妨げるとして問題になっています


[イソフラボンの摂取は健康維持を妨げる] 

…


対立


• 骨粗鬆症、更年期障害の悩みを解消するといわれていま
すので、大豆イソフラボンを配合した健康食品も多いので
すが、イソフラボンは穏やかながらエストロゲン様の作用
があることから摂取すると人体に悪影響の出る恐れがあ
るともいわれています


［エストロゲン様作用がある］ 根拠


…


[1日80gくらい食べると健康効果が期待できる]


• 大豆イソフラボンを摂取し過ぎると、健康を害し、自律神経
失調症や鬱病などになるみたいです 
• 大豆を１日８０ｇくらい食べると、イソフラボンの健康効果が
期待できるようになります 

…


限定



